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臨
床
検
査
お
よ
び
各
種
検
査
に
お
い

て
西
日
本
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
実
績
を
持

つ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
。
そ
の
中
核
を
担

う
㈱
Ｃ
Ｒ
Ｃ
食
品
環
境
衛
生
研
究
所
で

は
、主
に
「
水
質
検
査
」
と
「
味
覚
分
析
」

「
栄
養
成
分
分
析
」
に
関
す
る
高
品
質
の

検
査
衛
生
サ
ー
ビ
ス
を
強
化
し
て
い
る
。

　

同
社
で
は
２
０
１
５
年
６
月
、
試
験

所
ま
た
は
校
正
機
関
に
対
す
る
国
際
規

格
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｉ
Ｅ
Ｃ
１
７
０
２
５
」

認
定
を
取
得
し
て
以
来
、
国
際
的
に
認

め
ら
れ
た
試
験
結
果
の
信
頼
性
を
背
景

に
事
業
実
績
を
拡
充
。
ま
た
、
昨
年
２

月
に
は
食
品
衛
生
法
の
規
定
に
基
づ

き
、
厚
生
労
働
大
臣
が
登
録
す
る
検
査

機
関
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
１
７

年
５
月
に
は
㈱
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
セ

ン
サ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
社
が
世
界
で
初

め
て
味
認
識
装
置
の
実
用
化
に
成
功
し

た
「
Ｔ
Ｓ-

５
０
０
０
Ｚ
」
を
導
入
。
人

間
が
感
じ
る
基
本
味
に
「
渋
み
」
を
加

え
た
６
つ
の
味
覚
セ
ン
サ
ー
を
駆
使
し
、

数
値
的
・
視
覚
的
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
「
味

の
見
え
る
化
」
を
実
現
。
官
能
検
査
の

強
力
な
サ
ポ
ー
ト
ツ
ー
ル
と
し
て
商
品

開
発
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
品
質
管
理

な
ど
に
役
立
っ
て
い
る
。

　

一
方
、「
栄
養
成
分
分
析
」
に
関
す
る

重
要
性
も
年
々
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
の

対
象
項
目
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
た
ん
ぱ
く

質
、
脂
質
、
炭
水
化
物
、
ナ
ト
リ
ウ
ム

（
食
塩
相
当
量
で
表
示
）
の
５
項
目
。
な

お
、
す
べ
て
の
加
工
食
品
お
よ
び
添
加

物
の
栄
養
成
分
表
示
は
、
２
０
２
０
年

３
月
３
１
日
ま
で
移
行
経
過
措
置
期
間

が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
同
社
で
も
栄
養

成
分
分
析
と
し
て
表
示
が
義
務
付
け
ら

れ
た
５
項
目
に
「
水
分
」「
灰
分
」
の
２

項
目
を
加
え
た
計
７
項
目
の
セ
ッ
ト
分

析
を
積
極
的
に
提
案
し
て
お
り
、
法
律

の
改
正
内
容
や
栄
養
成
分
分
析
の
詳
細

に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
も
増
え
て
い
る
。

㈱
Ｃ
Ｒ
Ｃ
食
品
環
境
衛
生
研
究
所

高
品
質
な「
水
質
検
査
」「
味
覚
分
析
」

　
　
　「
栄
養
成
分
分
析
」で
差
別
化

  味覚分析


